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平成 25年 12月 3日 

フード・アクション・ニッポン アワード 2013実行委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国産農産物の消費拡大の取組「フード・アクション・ニッポン（FAN）」では、私たちや未来の子どもたちが国産

の食品を安心しておいしく食べていける社会の実現をめざし、食料自給率向上に寄与する事業者・団体などの

取組を広く募集し、優れた取組を表彰する「フード・アクション・ニッポン アワード」を開催しています。 

開催5回目となる2013年度は、12月3日（火）に、大手町サンケイプラザにて「フード・アクション・ニッポン ア

ワード2013 表彰式」を、有楽町駅前広場および東京交通会館イベントスペースにて「フード・アクション・ニッポ

ン アワード2013 見本市」を開催しました。 

「表彰式」では、審査結果の発表、表彰、受賞者の活動紹介を行いました。今年度は、全国の事業者・団体

等から819件もの応募があり、審査委員会による厳正なる審査を経て大賞1件、部門（商品部門/流通部門/販

売促進・消費促進部門/研究開発・新技術部門）最優秀賞4件ほか、東日本大震災被災地の食と農の復興に寄

与する取組を表彰する「食べて応援しよう！賞」、「審査委員特別賞」、そして、日本食の世界文化遺産認定へ

の期待などが話題になっている中、本年度から食文化を活用して地域活性化に寄与する取組を表彰する「食

文化賞」を新設して、発表、表彰いたしました。 

 「フード・アクション・ニッポン アワード 2013」の大賞に選ばれたのは、「キリンビバレッジ株式会社」の「日

本古来の素材を使って、新たな飲料文化を発信 国産米 100％使用の『キリン にっぽん米茶』」でした。受賞し

たキリンビバレッジ株式会社のマーケティング本部長 谷義章さんは「栄光の極みです。（登壇している）私たち

は開発者なのですが、今年 1 つ商品を生み出せ、そしてこのような賞をいただけたのは、開発者冥利に尽きま

す。引き続き頑張って、世の中のためになる商品を開発していきたいです。」と、受賞の喜びを語りました。 

総評として、赤池学審査委員長より、「上位賞を受賞された皆さん、おめでとうございます。大賞のキリンビバ

レッジ株式会社さんは、CSV 本部を日本で初めて設置された会社ですが、まさにそれに恥じない素晴らしい製

品をお作りになりました。その他、各最優秀賞を受賞された皆さんも含め、日本の CSV としての模範的な事例

だと思います。もちろん、こうした大手企業の取り組みだけでなく、地域の中小事業者の取り組みにも輝かしい

感受性がたくさんありました。今回、800 を超える応募から、日本の食材を愛するチャーミングな審査員とともに、

55 の事業者を選ばせていただきました。フードアクションの大きなパワーを広げていくことを祈念いたします。」

とコメントをいただきました。（他受賞者のコメントは 4頁をご参照ください。） 

また、本年度より新設された、これまでの FANの活動や食料自給率向上に貢献した著名人を表彰する「ベス

ト FAN 賞」は、テリー伊藤さんが受賞。フード・アクション・ニッポン 応援団としても活動されているテリーさんは、

「私は米粉のパンが大好きで、初めて食べた時に『こんなに美味しいものがあるのか！』と思いました。それ以

降、外国の友人が来るたびに、米粉のパンを食べてもらっています。みんなびっくりして、美味しいと言って帰っ

ていきますよ！」と、普段からの活動をお話しいただきました。また、受賞者の皆さんと全国の皆さんに対し、

「フード・アクション・ニッポン アワード 2013表彰式・見本市」を開催 

大賞は、キリンビバレッジ株式会社 
「ベスト FAN賞」にテリー伊藤さん 

■日時 ： 12月 3日 （火） 〈表彰式〉 13：30～15：00  

  〈見本市〉 13：30～17：00 

■〈表彰式〉会場  ： 大手町サンケイプラザ 4階ホール（千代田区大手町 1-7-2） 

■〈受賞者 見本市〉会場 ： 有楽町駅前広場 （千代田区有楽町 2丁目 7-1） 

  東京交通会館イベントスペース〈屋外 1F〉 （千代田区有楽町 2丁目 10-1） 
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「日本の食料自給率はまだまだ低いです。最低でも 60％にしましょう！日本の食べ物は美味しいし、味わいも

あるし、そして健康的・衛生的です。本当に世界に誇れると思います。私もバックアップしますので、皆さん頑

張っていきましょう！」と激励をいただきました。 

表彰式に立ち会った皆川芳嗣農林水産事務次官は、「テリーさんもおっしゃっていましたが、日本の食料自

給率はまだまだ低いです。継続的な取り組みが不可欠ですので、本日受賞された企業団体の継続的な取り組

みに期待しております。」と挨拶しました。 

また、「受賞者 見本市」では、受賞事業者・団体が、消費者向けに、各取組の展示・試食などを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

辻口審査委員と大賞のキリンビバレッジ株式会社様 

小泉実行委員長とテリー伊藤さん 
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皆川農林水産事務次官のご挨拶 

テリー伊藤さんの受賞スピーチ 
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【後列・審査委員】左から、渋谷事務局長、松田委員、マッキ－牧元委員、古屋委員、菜穂子委員、小泉実行委員

長、赤池審査委員長、中嶋委員、辻口委員、澁谷委員、落合委員 

【中列・各部門最優秀賞】左から、株式会社伊藤園様、株式会社モスフードサービス様、 

株式会社ローソン様、株式会社大地を守る会様 

【前列・大賞】左から、キリンビバレッジ株式会社様、皆川農林水産事務次官 
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【受賞者コメント】 

「商品部門 最優秀賞」 

株式会社 大地を守る会 

環境を守って作る、甘みのある「日本の原風景・里山の棚田米」 

「このような名誉ある賞をいただき、嬉しいです。日本が永々と培ってきた稲作・水田・棚田は、日本人の心の豊

かさ（の象徴）だと思っています。私たちはこれを守りたいと思い、棚田米を消費者の皆様に届けてまいりました。

その思いが高く評価されたのだと思っております。ありがとうございました。」 

 

「販売促進・消費促進部門 最優秀賞」 

株式会社 モスフードサービス 

店舗スタッフが地元で収穫！産直、採れたて野菜のハンバーガー 

「3100 件の契約農家さんの野菜をもっと使って、美味しいハンバーガーを作れたら、という店員さん・スタッフさ

んの思いから、このハンバーガーが出来ました。日本には新鮮な素晴らしい野菜・食材があります。そのような

日本の野菜・食材を使いながら、日本の素晴らしい食を守っていきたいと考えております。前回の FANアワード

でも受賞しましたので、次回も受賞できることを目標に頑張っていきたいです。」 

 

「流通部門 最優秀賞」 

  株式会社 ローソン 

独自生産拠点から新鮮野菜を店舗へ届けるとともに、国産食材を活用した弁当やスイーツを開発、PR 

「ローソンは、全国に 10 拠点あるローソンファームから店頭に新鮮な野菜を送り、販売したりおでんに使ったり

しています。また、全国 8 支社で、『地産地消』『地産外消』ということで、美味しい食材を探し、商品開発をして

おります。その成果を評価いただいたのだと思っております。今まで以上に、日本の食材に注目し、いい商品を

開発してお客様に届けていきたいと思います。」 

 

「研究開発・新技術部門 最優秀賞」 

  株式会社 伊藤園 

茶葉の栽培・管理技術、飲料製造技術、健康機能の研究で、緑茶飲料市場を構築 

「1985 年に伊藤園は缶入りのお茶を発売いたしましたが、現在若い人もどんどんお茶を飲んでくれるようになり

ました。日本のみならず世界の皆様にお茶を飲んでもらいたいと考えています。そのためにこれからも、畑作り

から一生懸命努力をしてまいります。今後ともよろしくお願いいたします。」 
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実施概要 
 

 

【実施内容】 

〈表彰式〉 13：30～15：00 

□実行委員長 挨拶／審査委員 紹介／審査結果 総評 

□発表および表彰 

・大賞：1件 

・部門最優秀賞：各部門1件 

・部門優秀賞：30件 

（商品部門：10件、流通部門：5件、販売促進・消費促進部門：10件、研究開発・新技術部門5件） 

・審査委員特別賞：10件 ・食文化賞：5件 ・食べて応援しよう！賞：5件 

・ベストFAN賞 

□農林水産省 挨拶 

□フォトセッション 

 

〈見本市〉 13：30～17：00 

□受賞事業者・団体が、消費者向けに、各取組の展示・試食などを実施。 

 

【審 査 委 員】  

・実行委員長 

 小泉 武夫   東京農業大学 名誉教授 

・審査委員長 

 赤池 学    ユニバーサルデザイン総合研究所 代表取締役所長 

・審査委員（五十音順） 

 落合 務  ラ・ベットラ・ダ・オチアイ オーナーシェフ 

 澁谷 耕一   リッキービジネスソリューション株式会社 代表取締役 

 辻口 博啓  モンサンクレール オーナーシェフ 

 中嶋 康博  東京大学大学院 農学生命科学研究科 教授 

 菜穂子  農業生産法人 国立ファーム株式会社 山形ガールズ農場 代表 

 古屋 由美子  有限会社 アイエヌアールコンサルティング 代表取締役 

マッキー牧元  株式会社 味の手帖 取締役編集顧問 

松田 美智子  料理研究家 

 渋谷 哲久  フード・アクション・ニッポン推進本部事務局 事務局長 
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「フード・アクション・ニッポン アワード 2013」 受賞 事業者・団体  

 

■大賞・最優秀賞・優秀賞 一覧 

受賞者 都道府県 プロジェクト名 

● 【大賞】（1件） 

キリンビバレッジ株式会社 東京都 
日本古来の素材を使って、新たな飲料文化を発信 

国産米 100％使用の「キリン にっぽん米茶」 

 

●商品部門 

● 商品部門 【最優秀賞】（1件） 

株式会社 大地を守る会 千葉県 
環境を守って作る、甘みのある 

「日本の原風景・里山の棚田米」 

○ 商品部門 【優秀賞】（10 件） 

株式会社 飯尾醸造 

宮津無農薬米栽培部会 
京都府 

地元の無農薬米を 100％使用した 

昔ながらの「純米富士酢」 

伊藤忠食品株式会社 東京都 
日本古来の食文化を喚起する 

川越シェフの「ドライベジクッキングシリーズ」 

エイティエイト株式会社 愛知県 米粉を利用した緊急対応食「冷凍米粉パン」 

エースコック株式会社 大阪府 
日本のお米をラーメンに！ 

もっちりとした米粉使用の「驚きのコシ」 

株式会社 オクノ 兵庫県 国産米と国産とうもろこしにこだわった「オクノの卵」 

株式会社 ダイエ－ 東京都 生産から販売まで一貫管理の「さつま姫牛」「さつま王豚」 

築野食品工業株式会社 和歌山県 地域の連携から誕生。こめ油に山椒を加えた「山椒香味油」 

日本たばこ産業株式会社 東京都 
果実そのものの“おいしさ”を PR！ 

ご当地特産果実を使用した飲料 

株式会社 はくばく 山梨県 国産大麦 100％使用の麦茶 

三菱食品株式会社 

全国農業協同組合連合会 

株式会社 波里 

東京都 国産米粉使用のパン＆パンケーキミックス粉を共同開発 

 

 

●販売促進・消費促進部門 

● 販売促進・消費促進部門 【最優秀賞】（1件） 

株式会社 モスフードサービス 東京都 
店舗スタッフが地元で収穫！  

産直、採れたて野菜のハンバーガー 

○ 販売促進・消費促進部門 【優秀賞】（10 件） 

イオンリテール株式会社 

ハウス食品株式会社 
千葉県 

ご当地カレーNo.1 決定戦 

リアルとバーチャルの融合購買モデル 
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YANBARU HARUSAA'S TABLE 

Kaito+ 

（学校法人 沖縄科学技術大学院大学

学園） 

沖縄県 やんばるの食材にこだわる農家直営カフェ「Kaito＋」 

株式会社 グリーンハウス 東京都 
食堂から広げる被災地支援 

“食べて応援しよう！”キャンペーン 

ジュピター ショップチャンネル株式会社 東京都 “とるとこ”見せて、そのままお届け「トルトコミテ」 

信州ジビエ研究会 長野県 シカ肉を中心とした伝統の食文化「信州ジビエ」の振興 

一般社団法人 超人シェフ倶楽部 東京都 
有名シェフが学校給食で食育、 

米粉を使った超人シェフの「スーパー給食」 

日清製粉株式会社 

日清製粉グループ 
東京都 国産小麦の消費拡大に寄与する継続的な販売推進活動 

株式会社 ＮＥＸＴＥＰ 東京都 食べ物エンタテインメント紀行番組「キッチンが走る！」 

株式会社 プラザサンルート 千葉県 米粉と低農薬野菜を使用した朝食 BOX がセットになった宿泊プラン 

山形県米粉利用拡大プロジェクト推進協

議会 
山形県 県産米粉の利用拡大をめざし、「やまがた米っ粉クラブ」を設立 

 

●流通部門 

● 流通部門 【最優秀賞】（1件） 

株式会社 ローソン 東京都 
独自生産拠点から新鮮野菜を店舗へ届けるとともに、 

国産食材を活用した弁当やスイーツを開発、PR 

○ 流通部門 【優秀賞】（5 件） 

越智今治農業協同組合 愛媛県 地域農業振興の拠点となる農産物直売所「さいさいきて屋」の運営 

株式会社 自遊人 

株式会社 膳 
新潟県 「オーガニック・エクスプレス」でこだわりの国産食材を販売 

生活協同組合 コープさっぽろ 北海道 名店のシェフが道産野菜を使って「畑でレストラン」 

紅屋商事株式会社 青森県 地域の活性化をめざす店頭での食育コミュニケーション活動 

道の駅・萩しーまーと 

（ふるさと萩食品協同組合） 

山口県漁業協同組合はぎ統括支店 

山口県 萩の地魚もったいないプロジェクト 

 

●研究開発・新技術部門 

● 研究開発・新技術部門 【最優秀賞】（1件） 

株式会社 伊藤園 東京都 
茶葉の栽培・管理技術、飲料製造技術、健康機能の研

究で、緑茶飲料市場を構築 

○ 研究開発・新技術部門 【優秀賞】（5 件） 

井関農機株式会社 東京都 乗用車感覚で操縦できる農機で、農作業の効率アップ 
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株式会社 大潟村あきたこまち生産者協会 秋田県 食物アレルギー特定原材料等 25品目不使用の 5 年保存非常食 

昭和産業株式会社 

昭和鶏卵株式会社 
東京都 国産モミ米を配合した養鶏飼料「こめっ娘（こ）」シリーズ 

Farm to Wellness 倶楽部（デザイナーフー

ズ） 

デリカフーズ･グループ 

東京都 ESR法（抗酸化力測定法）を利用し、国産青果物の優位性を証明 

米マイフーズ株式会社 広島県 「ノングルテン米粉パン」を開発し、家庭で使える手軽なパックを商品化 

 

●食べて応援しよう！賞 

● 【食べて応援しよう！賞】（5件） 

会津中央乳業株式会社 福島県 会津産生乳 100％の無添加濃厚ヨーグルト 

株式会社 栄楽館 ホテル華の湯 福島県 
全国のみなさまへ恩返し！ 

 「絆」がもっと強くなるビュッフェダイニング 

株式会社 セブン＆アイ・ホールディ

ングス 
東京都 

農林水産業、観光業の復興に貢献！ 

「東北かけはしプロジェクト」 

宮城県農業高等学校 宮城県 
震災からの復興へ！  

地元伝統料理を活かした米粉食品を開発 

株式会社 ローソン 東京都 
東北産のフルーツや牛乳を使った 

菓子パン、スイーツで復興を応援 

 

●食文化賞 

● 【食文化賞】（5件） 

ご当地もちサミット実行委員会 

一関もち食推進会議 
岩手県 全国ご当地もちサミット in 一関 

食育＆6 次産業化推進研究会 

福士農園 

三つ豆ファーム 

東京都 江戸の「地大豆」を復活させ、6 次産業化を推進 

越國屋 新村こうじみそ商店 

富山こうじの里研究会 
富山県 みその手作り体験館「元気工房」 

森永製菓株式会社 東京都 伝統的な夏バテ防止飲料である甘酒の需要を拡大 

株式会社 ヤマジョウ 

三菱食品株式会社 
長崎県 

スナック感覚で食べられる 

新感覚食品「さくさくいりこ」を開発 

 

●審査委員特別賞 

● 【審査委員特別賞】（10件） 

一般社団法人 希望の環 

株式会社 生産者直売のれん会 
宮城県 石巻市周辺の生産者が連携する協働事業「希望の環」 

一般財団法人 公園財団 東京都 
吉見総合運動公園×女子栄養大学×地元食材 

＝スポーツの後に最適なリフレッシュジュース 

株式会社 常陽銀行 茨城県 「常陽食の商談会 2013水戸」を開催 
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スマル水産株式会社 静岡県 
伝統技術「焙乾」を活用し、 

魚を骨まで食べられるおつまみに 

チームふくしま 

（一般社団法人 日本野菜ソムリエ協会） 
東京都 

野菜ソムリエによる 

福島応援プロジェクト「チームふくしま」 

一般社団法人 日本さかな検定協会 東京都 日本が誇る魚食文化の継承を促す「日本さかな検定」 

株式会社 ウーマンスタイル 

発酵食大学 
石川県 伝統的な発酵食を楽しく学べる「発酵食大学」 

株式会社 パティスリーオクモト 広島県 瀬戸田レモンの果皮から作るレモンケーキ「島ごころ」 

株式会社 ブルボン 新潟県 
「味サロン」「羽衣あられ」など 

定番商品の原料を国産米 100％に 

株式会社 ラ・テール 東京都 
国産素材を使用した菓子、パンの 

ブランド化で生産者、作り手、消費者を結ぶ 
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「フード・アクション・ニッポン アワード 2013」 選考概要 
 

 

【主催】フード･アクション･ニッポン アワード 2013実行委員会 

【共催】農林水産省 

【後援】内閣府・文部科学省・観光庁・環境省 

【募集部門】 

食料自給率向上に寄与する事業者・団体等の活動が対象 

●商品部門 

●流通部門 

●販売促進・消費促進部門 

●研究開発・新技術部門 

【表彰】 

大賞・・・1件 

部門最優秀賞・・・各部門 1件 

部門優秀賞・・・商品部門 10件、流通部門 5件、販売促進・消費促進部門 10件、 

           研究開発・新技術部門 5件 

審査委員特別賞・・・10件 

入賞・・・1次審査通過作品 

食べて応援しよう！賞・・・5件 

食文化賞・・・5件 

 

※部門ごとに最優秀賞（1件）及び優秀賞（10件以内）を選定、4部門の最優秀賞（4件）の中から大賞（1件）を 

選定します。 

大賞に選ばれた部門の最優秀賞（1件）は、優秀賞から繰り上がります。 

※審査委員特別賞は、食料自給率向上に資する取り組みから先進的事例を選出します。 

※食べて応援しよう！賞は、東日本大震災の復興に向けた活動や被災地に対する支援活動に授与します。 

※食文化賞は、地域の食文化の保護・継承の取組や食文化を活用した地域活性化の取組について授与します。 

 

【選考の流れ】 

2013年 7月 22日（月）   募集開始 

      9月 20日（金）  募集締切 

      10月中旬     一次審査（書類） 

      10月末       二次審査（審査会） 

      12月 3日（火）  表彰式 

 

 

 


